
 

 

地域子ども ・ 子育て活動支援助成事業 実施報告書（ 別紙２ ）  

 

 

団体名 
 

 子母口学童保育たんぽぽ 

 

 

取組の名称 
 

 拡げる 地域と 人の輪 

実施場所 
 

 子母口学童保育たんぽぽ 及びその周辺地域 公園など  

対象地域 
 

 高津区子母口・ 蟹ヶ 谷を中心と する 地域 

対象地域の 

特色・ 課題 

昔ながら の住宅街で、 長年地域に住ま う 家庭、 ３ 世帯以

上で同居する 家庭がある 一方、 新たな住宅が建てら れ、 移

り 住んでき た核家族も 多い。 様々な境遇や家庭事情を抱え

る 家庭が積極的に交流でき る き っ かけ作り が必要と 考え

る 。  

取組の趣旨・ 目的 

子母口学童保育たんぽぽはこ れま で「 家庭・ 学校・ 地域」 

と 連携し 、 子ども 達の放課後の過ごし 方が安全で安心でき   

る も のになる よ う 取り 組んでき た。 定員 30 名程の小さ な

コ ミ ュ ニティ ーである が、 保護者だけでなく 、 ベテラ ン支

援員、若手支援員、保育歴の長いサポート ス タ ッ フ が日々、 

子ど も 達の保育に当たり 、 社会性、 人間関係を築く 力、 自  

分たちで問題を解決し よ う と する 力など、 様々な力を育め  

る 様にし てき た。 ま た、 民生児童委員、 ボラ ンティ アで  

保育に協力し てく ださ る 地域の高齢者の方、卒室し た OB・  

OG 生と その家族など幅広い層の人が子ども 達の成長を見

守り 、 活動を支えてく れている 。 こ の子母口学童保育たん

ぽぽを拠点に、 地域の子ども 達が関われる 場や保護者同士

が関わり をも てる 場を提供する こ と で、 つながり のある 地

域作り の一助と なる と 考える 。「 地域社会全体で子供・ 若者 

を見守る 」 ために、 子母口学童保育たんぽぽでは以下３ テ   

ーマを軸と し 、 地域住民の方と 連携する こ と で多様な取り   



組みを進めていく 。   

１ ． 子供たちが安心でき る 居場所づく り   

２ ． 地域家庭を応援する 仕組みづく り   

３ ． 文化的交流を通じ た地域と のつながり づく り  

実施内容・ 実施ス

ケジュ ール 

「 地域社会全体で子供・ 若者を見守る 」 ために、 学童保育  

たんぽぽでは以下３ テーマを軸と し 、 地域住民の方と 連携  

する こ と で多様な取り 組みを進めた。   

１ ． 子供たちが安心でき る 居場所づく り   

２ ． 地域家庭を応援する 仕組みづく り   

３ ． 文化的交流を通じ た地域と のつながり づく り   

以下、 各テーマの概要及び具体的な取り 組み内容について

記載。  

 

１ ． 子供たちが安心でき る 居場所づく り   

■概要  

・ 共働き が進展する 中、 放課後に児童がのびのびと 自分ら   

し く 過ごすこ と のでき る 居場所の重要性が高ま っている 。   

保護者と 支援員が協力し て運営する 自主学童保育の運営を   

通じ て、 地域の子供たちの健全な育成を行った。 土日祝、

夏季休暇、 年末年始休業以外の日に開室。  

■活動内容  

・ 放課後児童ク ラ ブの活動を実施 

（ １ ）  年間保育行事 

たく さ んの経験を通じ て、 子供たちの健やかな育成を行う  

こ と を目指し 、 季節ごと に様々なイ ベント を行った。 具体

的には以下のよ う なイ ベント を実施。  例） 買いおやつ、 誕

生日会、 工作の日、 子ども 主体の昼食作り 、 駄菓子屋さ ん、

新 1 年生歓迎会、 遠足（ 公園、 プール、 水族館、 野外炊事

など )、 高学年合宿、 ケーキ作り 、 文集製作、 卒室・ 進級お

祝い会、 避難訓練、 防災学習会、 枝豆の収穫、 夏祭り  (OB

中学生、 保護者 幼児さ んも 参加）  

（ ２ ） 各種会合 支援員会議 / 役員会 / 保護者会 (月 1 回

程度）  各委員会(年 4-5 回）  運営委員会(年 1 回)  

（ ３ ） 保護者会行事 ①親子交流会（ ６ 月）  ②たんぽぽバ



ザー（ ７ 、 １ １ 月） ③宿泊キャ ンプ（ ８ 月）  

 

２ ． 地域家庭を応援する 仕組みづく り   

■概要  

・ 物価高や円安が進行する 中、 経済的に困窮し ている 家庭  

が増加し ている 。 ま た、 周囲に子育てについての悩みを相  

談する 相手がおら ず、 精神的にも 疲弊し ている 家庭も 見受

けら れる 。 子供のいる 地域家庭に対し て、「 食」 を中心と し

た支援を進める こ と が出来た。   

■活動内容  

（ １ ） たんぽぽ食堂  

年間 6 回（ 平日の夕方・ 土曜の昼）、 パッ ク 詰めをし た炊

き 込みご飯などを配布／販売。1 回 40〜50 食を用意し た。 

子供は無料、 大人は￥100/食。 チラ シやたんぽぽ H P 内で

周知。 周辺小学校など へも チラ シを配布し 、 子ど も の支援

にも つなげら れた。 地域に根付いた子母口学童保育たんぽ  

ぽと し ての利点を生かし 、 利用し やすく 、 親し みやすい、   

たんぽぽ食堂の輪を拡げら れた。  

（ ２ ） フード ド ラ イ ブ  

家庭で余った消費し き れない未利用食品など を、 自治体や  

フ ード バンク 団体へ提供する 「 フ ード ド ラ イ ブ」 を実施し

た。 チラ シ、 ホームページ、 SN S を利用し て定期的に地域

へ呼びかけを行った。  回収 BOX をたんぽぽ前に学童実施

時間内の毎週火・ 木１ ３ ～１ ７ 時(夏季除く )に設置。回収し

た食品や日用品は定期的に川崎市社会福祉協議会など へ寄

付し た。  

 

３ ． 文化的交流を通じ た地域と のつながり づく り   

■概要  

・ 核家族化の進展によ り 地域と の関係が希薄化し ている 現  

状を踏ま え、 様々な文化的活動を通じ て、 子ども を育てる   

家庭と 地域住民のつながり を深める こ と で、 よ り 安心し て   

子供が成長でき る 地域づく り を支える こ と が出来た。   

■活動内容  

（ １ ） かき 氷の日（ ８ 月２ ９ 日実施）   

近隣の子供たちを対象にかき 氷を無料で提供し た。 開催日



当日は大雨で例年よ り 来る 方は少なかっ たが、 たんぽぽ

OB の中学生達が来てく れて、 和気あいあいと 楽し んでい

た。   

（ ２ ） 親子でハンド ケア（ １ 月１ ９ 日実施）   

近隣でヒ ーリ ングサロ ンを開かれている 方を講師にお呼び  

し て、 ハンド ケアを通し て親子のス キンシッ プを図る 事、

こ れをき っかけに改めて親子の繋がり の大切さ を感じ ても   

ら えた。   

（ ３ ） 茶道教室（ ２ 月２ ６ 日実施）   

茶道のお免状をお持ちの地域の方をお呼びし 、 お点前を披  

露し ていただき 、 茶道についてご指南いただいた。 茶道に

触れる 機会が少ない、地域の子ど も 達にいつも と は違う「 お

茶」 と 作法を体験し ても ら い、 和の心を感じ ら れる 貴重な

経験が出来た。  

 

参加者の年代 

１ ： 小学生  

２ ： 未就学児や小  

学生と その保護者  

～高齢者  

３ ： 未就学児や小  

学生と その保護者 

定員 

（ １ 回あたり ）  

１ ： 30 名程度  

２ ⑴： 50 名程度、 

⑵： 定員なし   

３ ⑴： 60 名程度、

⑵： 30 名程度、 ⑶

30 名程度  

実施頻度 

１ ： 240 日  

２ ⑴： 年間 6 回  

２ ⑵： 87 日  

３ ⑴～⑶： それぞ

れ年 1 回 

活動日数 

（ 年間）  

１ ： 240 日  

２ ⑴： 6 日 、２ ⑵：

87 日 、３ ⑴～⑶：

各１ 日 

ス タ ッ フ体制 

１ 、２ 、３ ⑴：  保護者会（ たんぽぽを利用する 家庭で構成）、 

保護者会よ り ５ －７ 名の役員、 運営委員 3 名、 専任支援員

２ 名、 常勤支援員３ 名  

３ ⑵： 保護者会、 近隣の講師  

３ ⑶： 保護者会、 専任支援員２ 名、 常勤支援員３ 名、 地域

のボラ ンティ ア  



連携する 団体・  

連携の手法 

１ ：   

子母口/新城小学校  

毎年、 学童児の名簿を提出。 緊急時の引き 取り 等連携確認

を行っている 。 ４ 、 ５ 月は、 新１ 年生の下校サポート と し

て学童支援員が付き 添って下校し ており 学校側も  「 たんぽ

ぽ」 で１ グループ組んでく れて、 ス ムーズな引き 渡し がで

き ている 。  

２ ：   

・  フ ード ド ラ イ ブかわさ き 、 市社会福祉協議会  

たんぽぽで回収し た食料品や日用品を寄付し た。   

３ ：   

・ 近隣の講師 （ 親子ハンド ケア）  

・  地域ボラ ンティ ア（ 茶道の先生）  

 

１ ～３ ：   

・ 運営委員（ 民生委員含む） に、地域交流活動への参加 /協

力を依頼。   

・  近隣保育園・ 幼稚園  

チラ シの配布を依頼し 、 参加を呼びかけた。   

 

全ての取り 組みにおいて、 民生委員と 連携が可能であり 、   

支援が必要な子ど も を発見する こ と があれば、 行政を始め  

適切な支援やサービ ス へと つなぐ 事が出来る と 考え てい

る 。  

取組実施によ り  

見込ま れた効果 

1． 子供たちが安心でき る 居場所づく り   

・ 保護者と 支援員が協力し て運営する 自主学童保育の運  

営を通じ て、 地域の子供たちの健全な育成に資する こ と   

ができ た。   

・ 年間を通し ての交流活動によ り 、 異学年の児童の保護  

者同士が繋がり をも つこ と ができ 、新たな関係を築く 事で、

子ど も 達を見守る 地域の目を増やすこ と ができ た。   

2． 地域家庭を応援する 仕組みづく り   

・ 子供のいる 地域家庭に対し て、「 食」 を中心と し た支  

援を進める こ と によ り 、 物理的・ 精神的両面から 地域家  

庭の支援に寄与出来た。   

・  食を 必要と する 方に食品を 寄贈する 取り 組みである フ



ード ド ラ イ ブについては、 子母口学童保育たんぽぽがフー

ド ド ラ イ ブの窓口になる こ と によ って、 地域にフ ード バン

ク の存在をアピ ールでき 、 よ り 多く の人に周知する こ と を

可能と し た。   

・ たんぽぽ食堂は地元密着型なので、 食事を必要と し てい

る 子ど も 達や家庭が必要と する 時に温かいごはんを提供で

き る 。 平日以外にも 実施する こ と でよ り 多く の方に利用し

て頂く こ と ができ た。  

・ 上記２ つの取り 組みによ り 、 困難な生活状況にある 家庭

や子ど も へのケアを推進する こ と ができ た。   

3． 文化的交流を通じ た地域と のつながり づく り   

・ 様々な文化的活動を通じ て、 子ど も を育てる 家庭と 地域

住民のつながり を深める こ と で、 よ り 安心し て子供が成長

でき る 地域づく り に貢献でき た。   

・ 普段から 子ど も に関わる 立場の支援員がいる 学童と い 

う 場所の特色を生かし 、 保育内での活動やイ ベント を地域

へオープンにする 事で、 安心し て地域の子ど も も 関われる

居場所を作る こ と ができ た。  

 


